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オブジェクト指向プログラミングの

重要な目標のひとつは、コードを再利

用できるようにすることです。今回は

C#のクラスをゼロから作って、そのク

ラスをほかのクラスから利用するだけ

でなく、クラスを継承したり別のプロ

グラムで使ったりと、さまざまな使い

方をしてみましょう。

仕様や解説、論文やレポートを読む

ことは、ソフトウェア技術者にとって

欠かせないことのひとつです。しかし、

ソフトウェアのデザインやプログラミ

ング、デバッグなどに時間を取られて

しまって、読んでおきたいものはもち

ろん、読むべきものさえ、なかなか読

めないもの。そんなときには、読むべ

きドキュメントをPDAや超小型のノー

トパソコンに保存しておいて持ち歩き、

待ち時間などに少しずつ読むという方

法がオススメ。

特にPDAはそういう用途に向いてい

ますが、保存できるファイルのサイズ

に限りがあるうえに、表示できる情報

もパソコンの一般的なディスプレイに

比べると少ないというところが困った

点です。

しかし、仕様や論文のようなテキス

ト主体の文書をプレーンなテキストに

しておけば、サイズも小さくなり、テ

キストエディタのような単純なソフト

ウェアで読むことができます。その際

に、無駄な空白や改行、長い---------------

や==========などで区切られたセクシ

ョンのような、その内容を読む上で不

必要な部分を削除してコンパクトにす

ると、サイズはさらに小さくなり、PDA

のような比較的狭い表示領域でも快適

に読めるようになります。

そこで今回は、テキストファイルを

読み込んで、テキストを読む上で不要

な部分を削除する、テキスト整形ツー

ルを作ってみましょう。
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・この記事で取り上げたソースコードおよ
びサンプルプログラムは、付録CD-ROM
の¥DOTNET¥CSHARPディレクトリに
収録しています。

¥TXTFRM
テキスト整形プログラム

※この記事では.NET Framework SDKを
利用して解説していますが、C#Builder、
SharpDevelopなどでも利用できます
（C#コンパイラならすべて利用できます）。
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C#クラスの再利用
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最初に、処理するテキストデータを

保存して管理する、「TextData」という

名前のクラスを作りましょう（リスト

1）。

このクラスの作り方はいろいろ考え

られますが、ここでは最も単純な方法

をとることにします。つまり、読み込

んだテキストファイル全体をすべてひ

とつの文字列（string）変数に保存し

ておき、テキスト全体もしくは個々の

テキスト行を必要に応じて取り出して

扱えるようにします。

テキストを保存する変数は「text」

という名前のprivate変数にして、これ

にアクセスするためのプロパティアク

セサ（getとset）を作成します。また、

コンストラクタを2種類と、GetNext

Lineメソッドを作成します。GetNext

Lineメソッドは、呼び出すごとに現在

処理中の位置から次の行末文字までを

取り出して返します。行末文字は、こ

のクラスを利用するプログラムコード

のどこかで定義されていて、引数End

OfLineで渡されるものとします。

なお、GetNextLineメソッドは「次

の行を取り出す」ためのメソッドです

が、最初に呼び出されたときはもちろ

ん最初の行を取り出し、データの最後

に達したら、ファイル終了マーク（定

数EOFMarkで定義）文字列を返すこ

とにします。

このようなテキスト整形プログラム

であれば、プロパティアクセサ（getと

set）と「次の行を取り出す」ためのメ

ソッドGetNextLineがあれば、それで

充分でしょう。

このプログラムで行なう処理を、次

のように決めます。

①行の先頭と行末の空白を削除する

②連続する記号を最大で21個までに制

限して、あとは余分なものとみなして

削除する

つまり、図1のようなテキストがある

ときに、図2のような結果を生成するよ

うにしましょう。

あえてクラスを使う必要はない？

今回作成するようなテキスト整形ツールの歴史は古く、C言語

の時代からたくさん書かれています。C言語やそのほかのオブジ

ェクト指向でないプログラミング言語で書かれたプログラムは、

当然のことながらオブジェクト指向ではない手続き型のプログラ

ムです。つまり、テキストを処理するツールならば、あえてクラ

スを使わずに手続き型のプログラムとして作ることができるとも

いえそうです。

ただし、それには条件があります。その条件とは、処理の内容

が比較的単純で、コードを再利用したり、拡張することを考えな

い、ということです。コードを再利用したり、拡張することをあ

らかじめ予定している場合は、やはりクラスを使ったほうがあと

の作業がずっと容易になります。

なお、テキストの処理に独自のクラスを使わない、手続き型の

プログラムに準じたコードの例は、付録CD-ROMに収録してい

るformater.csの末尾を参照してください。

図1：もとのテキストファイルの内容 図2：整形したテキストファイルの内容
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